
地殻変動 

 
不気味な左胸の疼き 

 
支配者はパソコンを覗いている 
被支配者が鉄筋を組んでいる 
支配者は検査をしている 
被支配者は荷を持ち上げている 

 
その疼きはこりこりとしている 

 
支配者が怯えている 
被支配者は覗いている 
支配者は隠れている 
被支配者が闊歩している 

 
診断は筋肉痛 

 
この国は計算に夢中である 
隣国はそれをじっと見ている 
さらに遠い国は――― 
それらに苛立っている 

 
サリチル酸メチルを塗る 

 
野生動物たちが街へ押しかける 
カロリーの臭いに 
ドブネズミどもは押しかける 
鳥たちのひしめき合う鶏舎へ 

 
撒かれる石灰のばさりという音がする 

 
支配者は座っている 
いつ切り捨てるかを考えている 
被支配者は気にしてはいない 
どのみち困るのはあいつらだ、と 

 
烏が倒れている 

 



労働組合の代わりに 
裁判所が使われる 
雇用ではなく 
契約である 

 
不気味に疼く左胸 

 
支配者が棄て台詞を吐く 
勝手にやらせておけばいい、と 
被支配者が棄て台詞を吐く 
俺には関係ねえな、と 

 
無機的な規則、システム 

 
街、ではない 
人々、ではない 
ましてや 
国、ではない 
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